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研究成果の概要（和文）：最近の研究では，多くの小学校教員は地域教材を開発する能力の欠如により社会科を教える
際に困難を感じることを明らかにする。教師教育における同問題の解決として香川大学と愛知教育大学の大学院生がES
D用社会副読本の開発を試みた。大学院生による社会科副読本を作成する方法は、教材開発をする訓練であり、自分た
ちで教材開発能力を獲得する方法である。本副読本作成経験では①異なる大学の大学院生同士が協同することで教員に
求められるチームとしての対応力，②教材開発のための資料収集・聞き取りを通じたコミュニケーション力，③それぞ
れの専門的内容を実際の授業や児童・生徒を想定して構成する授業構成力の経験を積むことができた。

研究成果の概要（英文）：Recent studies in Japan have demonstrated that the trouble in teaching social stud
ies for many primary school teachers resulted from the lack of competence in developing teaching material 
of local area learning by themselves. To solve this problem in teacher education, we tried to develop a so
cial supplementary reader for ESD by both graduate students of Kagawa University and of Aichi University o
f Education. The Method of making a social studies supplementary reader by graduate students in teacher ed
ucation is a convenient means of training and acquiring competence in developing teaching material of loca
l area learning by themselves. The experience of cooperative development of the reader brought them to adv
ance in professional knowledge and skills for social studies, communication skills, and negotiating skills
 with regional authority, companies, and people to collect the data for the reader.
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 

１，研究開始当初の背景 
総合的な学習の時間創設以降，教員には地

域教材開発力が求められた。地域学習を行う

社会科が，教材開発の中核を担うと期待され

たが，地域学習は，教員養成での野外調査実

習の不十分さから指導の困難性があった。そ

れ故，小学校中学年で子どもの社会科嫌悪傾

向が高まると言われる。効果的な地域学習の

実現に不可欠な教員の野外調査能力の充実

が，地理教育と関わって説かれてきたが，地

域事象を把握する技術（技能）の育成に重点

があり，技術（技能）を活かしたカリキュラ

ム開発に焦点化していない。地域調査能力の

育成だけでは地域事象の把握でしかない。教

材研究は，「何を」・「どのような素材によっ

て」・「いかに」教えるかを研究することであ

り，教材開発と言う以上は３三要素全てのも

のに一貫した論理と説得力をもったデータ

を必要である（竹下 1993）。地域調査能力の

育成だけでは地域事象の把握でしかなく，教

材研究での「どのような素材によって」だけ

に焦点化している。しかも，それさえ養成段

階ではうまく機能していない。 

そこで，研究代表者は，社会科や総合的な

学習の時間で活用でき，持続可能な社会を考

える上でも重要な「水」を基軸にした大学院

生による副読本づくりを2006年度から試みて

きた。それは，地域教育のリーダーとして嘱

望される大学院生が子どもの目線でフィール

ドワークをし，調査結果を子どもに分かる文

章や図にまとめ，編集を進める中で各種資料

の著作権許諾等も行い，単なる野外調査実習

にない経験を積む実験であった。附属学校等

での作成した副読本を活用した授業による検

証から，同試みが地域教材開発力のある教員

養成に有効であることも確認した。だが，副

読本作成は多大な労力を要し，他の教員養成

機関で行いうるシステム化も図られていない。 

 
２，研究の目的 
(1) 異なる大学の大学院生同士が協同して

大学院生による水と食の問題を基軸にし

たＥＳＤ用地域開発を行う。 

(2) ＥＳＤ用地域副読本づくりを通じて，水

食の問題を基軸にしたＥＳＤの授業開発

を行うとともに，開発した副読本を活用し

たＥＳＤ授業開発を行う。 

(3) 異なる大学の大学院生同士が協同して

ＥＳＤ用地域副読本開発経験によって如

何なる力がつくのか明らかにする。 

 

３，研究の方法 

(1) ＥＳＤに関わる先行研究・授業実践を収

集・分析し，ＥＳＤ授業開発の知見を得る。 

(2) 香川大学教育学研究科の大学院生が授

業プランを作成し，研究協力校で授業実践

を行い，地域教材の効果を検証する。 

(3) 研究代表者と研究分担者の指導のもと，

香川大学教育学研究科の大学院生と愛知

教育大学教育学研究科の大学院生が，効果

が見込まれる地域教材を組み込んだＥＳ

Ｄ用地域副読本を開発する。 

(4) 異なる大学の大学院生同士が協同して

ＥＳＤ用地域副読本開発過程を省察し，大

学院生に如何なる力量が形成されたのか

明らかにする。 

 
４，研究成果 

(１) 2010年度 

① ＥＳＤ授業開発では，Ａ， 環境，社会・

文化，経済の３視点から，Ｂ， 当事者の立

場に立ち，Ｃ，合意を図る授業づくりが有

効であるという授業開発の知見を得た。 

② 顕著なＥＳＤの素材がある地域の副読本

を収集し(豊富な湧水の熊本，水俣病ともや

い直しの水俣，釜山と交流のある福岡，観

光都市別府，文化財や歴史的建造物のある

中津，宇佐航空隊の遺産がある宇佐，広域

合併で政令指定都市となった静岡，ベット

タウン四街道)，分析した結果，学習指導要

領と関わらないＥＳＤの素材は採用されな

い傾向があることが分った。 



③ 2006年度より試みてきた副読本開発活動

を省察し，「カリキュラムや授業をナラティ

ブとして創り出す」という地域教材やカリ

キュラムの開発手法の知見を得た。 

 (２) 2011年度 

① 社会科副読本（ＥＳＤ用地域副読本)開発

経験をもつ教職者の省察をし，副読本開発

経験が地域教材開発力の形成に資すること，

教員養成方略としての副読本開発の有効性

を明らかにした。 

② 小学校社会科用副読本の作成・利用状況

の結果を日本地理教育学会等で発表した。

作成側は「学習活動の展開の参考にする」

よう求めるが，地域観察を十分にさせられ

ないために副読本を読んで話し合う利用側

の国語科的社会科の問題が明らかとなった。

広域合併との関わりでは，作成側が子ども

に新市町村への愛着や一体感をもたせるこ

とを編集方針とし，利用側もこの点を広域

合併に関わる最大の問題とするが，教員自

ら合併した旧他市町村へ出かけて学ぶ姿勢

の無さが問題として挙げられた。 

③ ②の問題は，地域教材開発力の形成に関

わる問題である。そこで，①の成果を踏ま

え，香川大学と愛知教育大学の大学院生に

よる協同しての社会科副読本（ＥＳＤ用地

域副読本『水・土・里のパイオニア』)開発

を行った。 

(３) 2012年度 

① 2011年度に開発した副読本を活用し，学

部生及び大学院生による授業開発を行った。

その際に，2010年度に得られた「カリキュ

ラムや授業をナラテイブとして創り出す」

という知見を活用し，筋のある授業になる

よう開発に努めた。大学院生の授業は，授

業分析の資料となるよう逐語記録を作成し

た。 

② 教科教育と教科専門の架橋の視点から本

研究活動の省察し，日本教科学会準備大会

で発表した。大学院生によるＥＳＤ用地域

副読本開発活動が教科教育と教科専門との

連携によるプロジェクト学習となるうるこ

と，本活動が教員養成の高度化や教員養成

の修士レベル化に少なからず寄与できる試

みであることを確認できた。 

③ 2013年2月の社会系教科教育学会にて，３

年間を総括する「授業開発力のある教員の

養成方略の開発に関わる試み」の発表を行

った。本試みは，地理の有用性と教員養成

に求められるフィールドワークが実施でき

ることを明らかにした。 

(４) 2014 年度 

① 2011 年度の副読本作成経験を省察し，以

下の４点の知見を得た。 

・異なる大学の大学院生同士が協同すること

で教員に求められるチームとしての対応力

が得られる。 

・教材開発のための資料収集・聞き取りを通

したコミュニケーション力が得られる。 

・それぞれの専門的内容を実際の授業や児

童・生徒を想定して構成する授業構成力を

育成する経験を積むことができる。 

・「これからの教員に求められる資質能力」（中

央教育審議会 2012 年 8 月答申)のうち，課

題探究型の学習デザイン構築や協同の学び

のデザイン等の「専門職としての高度な知

識・技能」に資するとともに，協同での作

成や現地調査等でコミュニケーション力や

チームで対応する経験，そして地域社会の

多様な組織等と連携する経験を可能にする。 

② 大学院生によるＥＳＤ用地域副読本開発

を踏まえ，愛知教育大学教育学部地理学専修

生（学部生)がＥＳＤ用地域副読本(『知のパ

イオニアー人びとをつなげる『食』の物語

ー』)を開発した。 

③ ４年間の研究成果を報告書にまとめた。 

(５) 全体成果 

① 養成段階における「探究・思考」型能力

を育む場として大学院生によるＥＳＤ副読

本開発を位置づけ，教科教育担当者と教科



専門担当者の大学を越えた協働により，教

員養成における地域教材開発力育成を図っ

た。平成 20 年度の学習指導要領答申に携わ

った安彦（2008）は，改訂の理念や方針の

背景に「キャッチアップが終わった日本社

会」があり，「既存の知識を吸収し活用する

『習得・記憶』型の能力だけでなく，誰も

手をつけていない新しいことを試行錯誤し

ながら実現していく『探究・思考』型の能

力」が求められると述べる。大学院生が，

ゼロから教育内容を構成して試行錯誤しつ

つ副読本を開発することは，大学院生の「探

究・思考」型能力を育むこととなる。教員

が「探究・思考」型能力を育む経験がなけ

れば，課題となる「探究型の学習」の授業

をイメージすることさえ難しい。「探究型の

学習」が求められる時代の教師教育の一つ

の方略が示された。 

② 教員養成と教育現場の協働により，食の

問題を基軸にしたＥＳＤ授業を開発した。

ＥＳＤの授業開発の蓄積が喫緊の課題で

あることを考えれば，未開拓なＥＳＤ研究

に資することができた。 

③ 教員養成の方法と学校現場の必要性との

乖離を埋める試みとなった。従来の教員養

成では，地理学という既存学問による地域

調査法の導入により，社会科，総合的学習

をはじめ，教育現場で必要とする地域教材

開発力を育成しようしてきた。地域教材開

発は，Ａ地域事象の総合的把握と児童・生

徒理解，Ｂそれを活かした教材・カリキュ

ラム開発，Ｃ授業実践と改良という段階を

経る。学校現場では，Ａの地域事象を総合

的に把握する技術，Ｂの地域事象からカリ

キュラム・教材を開発する技術に欠ける教

員が多い。これは教員養成の方法と学校現

場の必要性との乖離を示している。ＡとＢ

を組み合わせた地域教材の開発技術の体

系化研究がされてこなかった。さらに，愛

知県下の市町教育委員会と三河地方の全

小学校中学年担任に副読本作成･利用の各

立場から教員養成段階における地域教材

開発力育成の手立てに関する調査でも，使

用側と作成側では重視する項目が異なり，

使用側と作成側のそれぞれの思惑も違っ

ていた。本研究は，教員養成と教育現場の

協働により，教科書に準じて活用される副

読本を大学院生が開発する活動から，教員

養成の方法と学校現場の必要性との乖離

を無くすとともに，使用側と作成側との思

惑の解消も図ろうとした試みである。 

④ 教員養成系大学・学部固有の野外調査方

法論の提案となった。教員養成系大学・学

部の野外調査は，児童・生徒に野外でどの

ような観察眼を育成し，観察したことに基

づきそれぞれの事象をどう解釈させたら

よいか等，一般大学の地理野外調査と違う

教員養成の視点からの野外調査であるべ

きだと言われてきた。だが，どのような野

外調査を教員養成系大学・学部で展開する

か具体策がなかつた。本研究では，「何

を」・「どのような素材によって」・「いかに」

教えるかという教材開発の３要素全てに

一貫した論理があり，教員養成系大学・学

部固有の野外調査が展開されている。 

⑤ 異なる大学の大学院生同士が協同するこ

とで教員に求められるチームとしての対

応力やコミュニケーション力を培う場と

なっている。この二つの力は，個人として

だけでなく，チームとして教材開発のため

の資料収集・聞き取りを行った際にも培わ

れている。 

⑥ 教科教育担当者と教科専門担当者の協働

に基づく指導下での大学院生によるＥＳ

Ｄ地域副読本開発の試みは，教科教育と教

科専門を架橋する研究の萌芽となった。 
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